
資料４ 建設地について
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候補地① いしおかイベント広場

敷地面積 27,478.10平方メートル

所有者 石岡市

※教育委員会事務局所管

候補地② 鹿島鉄道跡地

敷地面積 約7,700平方メートル

所有者 石岡市

※土地開発基金所有

候補地③ 市営駅東駐車場

敷地面積 約6,900平方メートル

所有者 石岡市
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建設候補地とその概要

市営駅東駐車場

鹿島鉄道跡地

イベント広場



【土地情報】

所 有 者 ：石岡市

敷地面積 ： ２７，４７８.１０平方メートル

地 目 ：宅地

都市計画 ：市街化区域

第一種住居地域

敷地内には、屋外トイレと物置（市）の他に、石
岡強震観測施設が設置されている

【現在の利用形態】

・敷地一部は、中央図書館用駐車場として利用

・屋外イベント会場や、臨時駐車場として利用
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候補地① いしおかイベント広場

いしおかイベント広場は、１９９７（平成９）年に神栄製糸㈱より、中心市街地の活性
化を図り、交流人口を増やすことを目的に取得した土地。



市道A2325号線
車道幅員2.6m～3.9m

市道A0204号線
車道幅員8.0m（歩道あり）

市道A2310号線
車道幅員6.5m（歩道あり）

市道A2322号線
車道幅員7.3m

敷地及び周辺の道路状況



埋蔵文化財に関する発掘調査

・埋蔵文化財包蔵地「国分遺跡」に該当
・特別史跡「常陸国分寺跡」にも近接
・過去に、３回の試掘調査と１回の発掘調査
を実施
①H12.3月～7月 試掘調査
②H19.7月～9月 発掘調査（記録保存）
③H19.11月～12月 試掘調査
④H23.11月 試掘調査

・上記①、③の試掘調査で、埋蔵文化財（遺
跡）が確認。
・上記②以外の区域において建物建設工事を
行う場合は、発掘調査が必要

いしおかイベント広場

特別史跡常陸国分寺跡の付近であることから、重要遺構が確認された場合には保存及び追加指定について協
議が必要。現状では常陸国分寺跡保存活用計画内において、敷地の一部が常陸国分寺に関する遺構が存在す
る可能性がある範囲（Ⅱ区）とされている。
試掘調査の過程で、歴史上重要であると判断される遺跡等が発見された場合には、建設計画そのものの中断

を余儀なくされる事態もあり得るものと考えられる。

・埋蔵文化財「国分遺跡」に該当することから、
国・県へ届出が必要
・国・県による必要な保護措置の指示
・保護層３０㎝以上確保できなければ発掘調査
が必要
⇒工事により埋蔵文化財包蔵地が掘削され、
破壊される場合、工事により埋蔵文化財に
影響を及ぼす恐れのある場合等には、記録
保存のための発掘調査を実施。

開発事業を行う場合



発掘調査済

908㎡



石岡第二高

府中小

国分寺幼稚園

中央図書館

石岡二高生徒数 576人
（R4.5.1現在）

史跡常陸国分寺跡

最寄バス停（国分町）

バス路線

周辺地域の状況



【土地情報】

所 有 者 ：石岡市

（土地開発基金）

敷地面積 ：約７，７００平方メートル

地 目 ：雑種地

都市計画 ：市街化区域

商業地域

【現在の利用形態】

イベント時の臨時駐車場等として利用
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候補地② 鹿島鉄道跡地

鹿島鉄道跡地は、平成２３年に（独）都市再生機構東日本都市再生本部より、石岡
駅周辺整備事業用地として取得した土地。



号線
9.5m

（歩道あり）

市道A3374号線
車道幅員6.0m

市道A3373号線
車道幅員6.0m
（歩道あり）

敷地及び周辺の道路状況



【土地情報】

所 有 者 ：石岡市

敷地面積 ：約６，９００平方メートル

地 目 ：雑種地

都市計画 ：市街化区域

第一種住居地域

【現在の利用形態】

市営駅東駐車場として利用

区画数：２９０台分
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候補地③ 市営駅東駐車場

石岡駅やバスターミナルに隣接する土地であり、市営駅東駐車場として活用している。



駐輪場

バス専用道（BRT）

県道石岡つくば線
車道幅員4.8m
（歩道あり）

市道A0112号線
車道幅員7.1m
（歩道あり）

敷地及び周辺の道路状況



石岡第一高

石岡市役所

石岡駅

バスターミナル

バス専用道
（BRT）

看
板
建
築

御幸通り商店街

石岡駅の一日平均乗車客数
4,175人（R3実績）

石岡一高生徒数 1,845人
（R4.5.1現在）

周辺地域の状況（鹿島鉄道跡地、市営駅東駐車場）

【埋蔵文化財関係】
いずれの土地も「白久台遺跡」及び「山王遺跡」に近接であるが、埋蔵文化財包蔵地外であることから試掘調査等の手

続きは不要。

石岡善隣
幼稚園

泉ヶ丘保育園



液状化への対策検討について

地質調査を行ったところ、地盤の液状化につ
いてその判定を行うべきと報告されている。
また、支持層についてはＧ.Ｌ－３０ｍ程度とし、
基礎形式としては基礎杭の採用としている。

駅舎改築の際の調査結果

鹿島鉄道跡地、市営駅東駐車場を建設地とす
る場合は、地質調査等を実施し、詳細な状況把
握をした上で、対策工を検討していく必要がある。

液状化を防ぐためには
○基礎杭を支持層まで打ち込むことで建物
を支える。

○地盤改良
⇒地盤内の水分を減らしたり、地震による
振動を抑制し、液状化させにくくする。

○地中壁を設置して土地を囲み、地盤の揺れ
を抑制（格子状改良工法）

等が考えられる。

液状化対策

浦安市液状化対策技術検討調査の結果概要（抜粋）
○埋立に用いた細粒分を多く含む「埋立砂層」が厚いほど、また地下水が浅いほど被害が大きくなる傾向を示して
いた。埋立砂層を中心に液状化現象が発生したものと考えられる。

○地盤締固め工法、過剰間隙水圧消散工法により液状化対策を実施したエリアでは、道路や歩道に損傷はなく、
敷地内での噴砂減少は確認されなかった。

○戸建住宅など小規模建築物（直接基礎建物）については、液状化による地盤沈下で不同沈下を起こし被害を受
けた。一方、大・中規模建築物は、その殆どが支持杭、摩擦杭で施工されていたことにより、建物本体には大き
な被害は発生しなかったものの、建築物周辺の地盤沈下による出入口の段差やライフラインの寸断などの被害
が発生した。
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建設に当たっての主な諸手続き

各候補地において施設建設をする際に必要となる主な手続きは次のとおり。

►都市計画の変更について
用途地域は、建築できる建物の種類や用途の制限を定め
ている。現状として２つの候補地では、ホール等の集客施設
が建設できないため、用途の見直し等の手続きを行う必要
がある。

【いしおかイベント広場】とする場合
○埋蔵文化財に関する発掘調査
○都市計画の変更

【鹿島鉄道跡地】とする場合
○地質調査を踏まえた液状化対策の検討
○土地開発基金からの買戻し

【市営駅東駐車場】とする場合
○都市計画の変更
○地質調査を踏まえた液状化対策の検討
○駐車場事業の廃止（利用者への周知等）

【現状】
第一種住居地域

⇓
【基本的な考え方】

商業地域、近隣
商業地域、準工業
地域のいずかへ見
直す。


